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★セブ島通信に記事を掲載したい方は「メール：info@ja-cebu.com」迄、お問合せください。
★セブ島通信では、発行日（奇数月の月初）の 1 ヶ月前を締切として原稿を公募しております。

2
0
1
9
年 

新
年
の
御
挨
拶

セ
ブ
日
本
人
会 

会
長 

櫻
井
絹
恵  

謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
9
年
が
セ

ブ
日
本
人
会
会
員

の
皆
様
、
在
留
邦

人
の
皆
様
及
び
セ
ブ
島
通
信
読
者
の
皆
様

の
御
多
幸
と
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
セ
ブ
日
本
人
会
会
員
の
役
員
及

び
会
員
の
皆
様
、
セ
ブ
領
事
事
務
所
の
領

事
の
皆
様
、
セ
ブ
日
本
人
商
工
会
議
所
の

役
員
及
び
会
員
企
業
の
皆
様
、
セ
ブ
補
習

授
業
校
の
講
師
及
び
御
父
兄
の
皆
様
方
に

多
大
な
御
支
援
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
無
事
に
会

の
活
動
を
終
了
す
る
事
が
出
来
心
よ
り
感

謝
致
し
ま
す
。

2
0
1
9
年
は
平
成
最
後
の
年
で
、
今

春
は
4
月
30
日
の
天
皇
陛
下
退
位
、
そ
し

て
5
月
1
日
は
皇
太
子
様
御
即
位
で
日
本

の
歴
史
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
節
目
で

す
。
平
成
に
変
わ
る
新
年
号
で
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
り
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
参

り
ま
す
。 

セ
ブ
日
本
人
会
活
動
と
し
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
F
B
の
充
実
化
を

図
り
、
オ
ン
タ
イ
ム
で
皆
様
に
安
全
情
報

や
生
活
に
役
立
つ
情
報
、行
事
等
の
発
信
、

ま
た
H
P
上
で
セ
ブ
島
通
信
を
お
届
け
し

て
お
り
ま
す
。
セ
ブ
島
通
信
の
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
も
い
つ
で
も
読
め
る
よ
う
に
設
定

し
て
あ
り
ま
す
。

会
の
活
動
と
し
て
、
年
初
め
に
定
例
総

会
や
懇
親
会
を
行
い
、
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
、
巡
回
医
療
相
談
、
戦
没
者

慰
霊
祭
、
運
動
会
、
日
本
人
墓
地
春
秋
墓

参
、
そ
し
て
今
年
は
盆
踊
り
大
会
に
変
わ

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
3
月
9
日
及
び
10
日
、
S
M
シ
ー

サ
イ
ド
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
会
場
で
行

い
ま
す
。

「
盆
踊
り
大
会
」
が
「
動
」
に
対
し
「
桜

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
「
静
」
の
イ
ベ
ン

ト
で
伝
統
的
な
日
本
文
化
を
表
に
出
し
た

イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
日
本
菓
子
工
業

組
合
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
様
に
御
協
力

頂
き
、和
菓
子
界
の
鉄
人
で
「
極
」
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
松
田
氏
を
は
じ
め
和
菓
子
の

職
人
さ
ん
達
が
多
く
参
加
し
て
下
さ
い
ま

す
。
ま
た
京
都
か
ら
表
千
家
の
茶
道
の
先

生
方
、
芸
術
的
な
巻
き
物
レ
ジ
ェ
ン
ド
講

師
に
よ
る
実
演
も
ご
ざ
い
ま
す
。
セ
ブ
島

で
本
格
的
な
和
菓
子
と
お
茶
を
是
非
御
堪

能
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

ま
た
琴
や
琵
琶
な
ど
和
楽
器
の
演
奏
、

日
本
舞
踊
、
雛
人
形
製
造
実
演
と
雛
人
形

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
華
道
、
書
道
、
盆
栽
の

実
演
と
展
示
、
武
道
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
や
折
り
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
「
和
」
を
意
識
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
盆
踊
り
同
様
、
テ
ロ
対
策
と
食
中

毒
に
対
し
て
は
細
心
な
対
策
を
講
じ
、
安

全
に
は
何
よ
り
も
神
経
を
使
い
桜
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
行
い
ま
す
の
で
皆
様
の
御
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

昨
年

3
月
末
に
J
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
5

回
盆
踊
り
大
会
は
日
本
人
会
理
事
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
一
同
が
全
力
投
球
で
取
り
組

み
、
多
く
の
方
々
に
協
力
し
て
頂
い
た
お

陰
で
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
盆
踊
り
大
会
の
中

で
一
番
日
本
の
盆
踊
り
に
近
い
最
高
の
内

容
で
し
た
。
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
今
で
は
「
盆
踊
り
」
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
人
達
に
ブ
ラ
ン
ド
名
と
し
て
受
け
入
れ

ら
れ
、
日
比
友
好
の
証
と
し
て
定
着
し
て

お
り
ま
す
。今
年
は
形
を
変
え
て「
桜
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
な
り
ま
す
が
、
更
な
る

日
比
友
好
親
善
を
深
め
て
参
り
ま
す
。 

人
の
考
え
や
社
会
情
勢
が
日
々
変
化
し

て
い
く
中
、
天
皇
陛
下
御
自
身
が
憲
法
の

下
で
天
皇
の
あ
り
方
を
考
え
続
け
ら
れ
、
ま

た
被
災
地
や
遠
隔
地
の
御
訪
問
や
慰
霊
の

旅
を
通
じ
て
実
践
さ
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

3
年
前
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
の
国
交

正
常
化
60
周
年
で
国
賓
と
し
て
天
皇
皇
后

両
陛
下
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
公
式
訪
問
さ
れ

ま
し
た
時
に
私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
在
留
邦
人

代
表
の
一
人
と
し
て
明
仁
天
皇
陛
下
と
美

智
子
皇
后
陛
下
と
謁
見
の
栄
誉
を
得
ま
し

た
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
の
御
接
見
の
栄

誉
は
生
涯
の
標
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
御

訪
問
の
両
陛
下
の
思
い
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
長
年
こ
の
地
に
住
む
も
の
と
し
て
日

本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

社
会
へ
の
友
好
に
貢
献
に
尽
力
し
て
行
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。
両
陛
下
の
慰
霊
と
日

系
人
に
対
す
る
お
気
持
ち
を
深
く
受
け
と

め
、
セ
ブ
日
本
人
会
は
毎
年
8
月
15
日
に

セ
ブ
観
音
で
行
わ
れ
て
い
る
慰
霊
祭
だ
け

で
な
く
、
レ
イ
テ
島
や
タ
リ
サ
イ
、
フ
エ

ン
テ
野
戦
病
院
跡
地
に
お
い
て
の
慰
霊
も

後
世
に
恒
久
平
和
の
誓
い
を
引
き
継
い
で

い
く
為
に
会
の
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
世
界
の
流
れ
が
自
国
主
義
や

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
容
認
す
る
動
き
が
あ

る
今
だ
か
ら
こ
そ
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り

継
ぐ
意
義
を
感
じ
ま
す
。

セ
ブ
日
本
人
会
会
員
証
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
協
賛
店
及
び
協
賛
ホ
テ
ル
の
御
協
力

に
よ
り
有
名
ホ
テ
ル
や
人
気
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
で
会
員
証
を
提
示
す
る
事
に
よ
り
最

大
4
割
ま
で
の
割
引
や
特
典
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
H
P
の
英

語
版
協
賛
店
協
賛
ホ
テ
ル
一
覧
表
で
御
確

認
下
さ
い
。
会
員
証
を
割
引
等
の
目
的
の

み
限
定
し
て
発
行
し
て
欲
し
い
と
い
う
要

望
も
多
く
あ
り
、
会
員
様
の
配
偶
者
、
18

歳
以
上
の
御
子
息
及
び
そ
の
配
偶
者
ま
で

に
限
り
、
有
料
で
協
賛
店
及
び
協
賛
ホ
テ

ル
有
効
の
会
員
証
を
発
行
致
し
ま
す
。
セ

ブ
日
本
人
会
は
常
に
会
員
様
の
毎
日
の
生

活
に
役
立
つ
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
会
を
生
活
の
一
部
に
感
じ
て
頂
け
る

よ
う
努
め
ま
す
。

セ
ブ
日
本
人
会
は
会
員
の
皆
様
の
安
全

を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
大
型
台
風
や
地

震
な
ど
の
天
災
が
あ
っ
た
時
、
ま
た
ク
ー

デ
タ
ー
や
政
変
な
ど
有
事
の
際
に
会
員
の

安
全
確
認
が
出
来
、
情
報
伝
達
が
ス
ム
ー

ス
に
行
え
る
様
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
が
マ
ル
コ
ス
政
権
時
代
か
ら
体

験
し
た
事
は
、
有
事
や
大
き
な
天
災
の
時

に
は
長
期
停
電
や
断
水
が
起
こ
り
、
携
帯

電
話
や
ネ
ッ
ト
等
が
通
じ
な
く
な
り
ま

す
。
あ
る
の
は
ビ
サ
ヤ
語
だ
け
の
ラ
ジ
オ

な
ど
限
ら
れ
た
情
報
だ
け
で
、
完
全
な
ア

ナ
ロ
グ
状
態
に
な
り
ま
す
。

セ
ブ
日
本
人
会
で
は
天
災
や
有
事
に
備

え
て
緊
急
連
絡
網
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
H
P
上
で
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
医
師
の
リ
ス
ト
の
お
陰

で
良
い
医
師
に
診
て
頂
き
家
族
が
重
篤
に

な
ら
ず
に
済
ん
だ
と
御
礼
の
御
言
葉
を
い

く
つ
も
頂
い
て
い
ま
す

セ
ブ
日
本
人
会
が
皆
様

に
信
頼
か
つ
満
足
し
て
頂

け
る
よ
う
、
活
動
内
容
を

充
実
す
る
努
力
を
致
し
ま

す
。
ま
た
少
し
で
も
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
様
、

誠
心
誠
意
努
め
る
所
存
で

す
の
で
、
皆
様
の
よ
り
一

層
の
御
支
援
を
承
る
様
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

様
の
生
活
に
役
立
つ
、
愛

さ
れ
る
会
に
し
て
い
く
よ

う
理
事
一
同
精
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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2019年　セブ日本人会　活動予定
1月 5日（土） セブ日本人補習授業校主催　新年会

16日（水） 一月度定例理事会
26日（土） セブ日本人会定時総会

２月 2日（土） 日本語弁論大会　スピーチコンテスト
20日（水） 二月度定例理事会

３月 9日（土） 桜フェスティバル　SM SEASIDE
10日（日） 桜フェスティバル　SM SEASIDE
20日（水） 三月度定例理事会
17日（日） 春のセブ日本人墓地　墓参
23日（土） セブ日本人補習授業校　卒業式
26日（火）タリサイ慰霊祭

４月 6日（土） セブ日本人補習授業校　入学式
17日（水） 四月度定例理事会
20日（土） マニラより巡廻医療相談
日程未定 ３部合同ゴルフ大会（セブカントリークラブ）

5月 15日（水） 五月度定例理事会
６月 19日（水） 六月度定例理事会
7月 17日（水） 七月度定例理事会

JLPT （日本語能力試験）日程未定
懇親会　日程未定

8月 7日（水） 八月度定例理事会
15日（木） 戦没者慰霊祭（マルコポーロ）

９月 18日（水） 九月度定例理事会
21日（土） マニラより巡廻医療相談先生確認
22日（日） 秋のセブ日本人墓地　墓参

10月 6日（日） セブ日本人会主催大運動会（ドンボスコ運動場）
16日（水） 十月度定例理事会
19日（土） 理事選挙管理委員会の設置

11月 20日（水） 十一月度定例理事会
23日（土） 理事選挙

12月 11日（水） 特別理事会
日程未定 JLPT （日本語能力試験）
18日（水） 十二月度定例理事会

※�諸事情により、急遽日程が変わることもございます。ご理解・ご協力の程、宜し
くお願い致します。

当会会員の河野慶久様が、
2018 年 11 月 22 日、
永眠されました。
ご冥福をお祈りし、

謹んでお知らせ申し上げます。

セブ日本人会 総会 懇 親 会 の お 知 ら せ

日程／ 2019年1月26日（土）
総　会／午後 6：00 ～（受付5：30開始）
懇親会／午後 7：00 ～9：00

場所／マルコポーロプラザホテル3階
 Shanghai Beijin Room
会費／500ペソ（懇親会ご参加の方）
     　 800ペソ（非会員の方で懇親会のみ参加の方）

総会次第／１．会長挨拶
　　　　　２．セブ領事事務所より領事挨拶
　　　　　３．2018年活動報告、会計報告、会計監査
　　　　　４．2019年活動予定、会計予算案
　　　　　５．質疑応答

総会終了後、引き続き懇親会を行います。
懇親会ではお食事を用意させていただきます。
また、今年も餅つきが予定されております。
つきたてのお餅をお楽しみください！
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新
年
の
ご
挨
拶

在
セ
ブ
領
事
事
務
所
　
所
長
　
鶴
岡 

千
晴  

皆
さ
ん
新
年

明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
自
国

第
一
主
義
や
保
護
主
義
が
世
界
的
に
拡
大

し
ま
し
た
が
、
中
で
も
世
界
１
位
、
２
位

の
経
済
大
国
で
あ
る
米
国
と
中
国
の
間
で

貿
易
戦
争
に
ま
で
発
展
し
た
こ
と
は
、
今

後
の
世
界
経
済
の
行
方
に
大
き
な
不
安
材

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
欧
州
で
も
Ｅ
Ｕ
離

脱
問
題
、
難
民
・
移
民
の
受
入
れ
問
題
な

ど
各
国
で
意
見
の
対
立
が
先
鋭
化
し
、
世

界
情
勢
は
益
々
混
沌
と
し
た
状
況
に
陥
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

一
方
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ビ
ザ
ヤ
で
も
様
々

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
バ
ル
サ
モ

ロ
基
本
法
が
成
立
す
る
な
ど
比
較
的
平
穏

な
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
と
の
関
係
に
お
い
て
は
人
的
往

来
や
経
済
協
力
面
を
中
心
に
順
調
に
発
展

し
た
１
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

セ
ブ
日
本
人
会
は
昨
年
も
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
を
主
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
の
盆
踊

り
大
会
は
２
日
間
で
１
万
５
千
人
も
の
来

場
者
が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
日
比
文
化
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
弁
論
大

会
、慰
霊
祭
、運
動
会
等
々
、日
本
と
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
関
係
促
進
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
交
流
の
場
の
提
供
な
ど
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
人
的
、
財
政
的
に

厳
し
い
中
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
各

イ
ベ
ン
ト
が
無
事
故
で
成
功
裏
に
終
わ
っ

た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。一

方
、
昨
年
は
当
地
で
亡
く
な
ら
れ
た

邦
人
の
方
が
多
く
、
殺
人
事
件
も
発
生
し

た
こ
と
は
大
変
残
念
で
し
た
。
日
本
人
間

の
争
い
事
も
い
く
つ
か
発
生
し
、
セ
ブ
に

暮
ら
す
邦
人
と
し
て
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。本

年
、
日
本
で
は
皇
位
の
継
承
が
行
わ

れ
、
新
し
い
年
号
に
変
わ
る
節
目
の
年
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
諸
行
事
は
じ
め

Ｇ
２
０
首
脳
会
議
の
開
催
な
ど
が
あ
り
、

さ
ら
に
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
続
い
て
い
き
ま
す
。
昨
年
３
千
万
に

達
し
た
外
国
人
訪
問
者
は
一
層
の
拡
大
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
昨
年
は
セ
ブ
・
マ
ク
タ

ン
空
港
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、
ボ
ホ
ー

ル
・
バ
ン
グ
ラ
オ
新
空
港
が
開
業
し
ま
し

た
が
、
今
後
日
比
間
の
人
的
交
流
、
相
互

理
解
が
一
層
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

セ
ブ
日
本
人
会
は
新
年
早
々
１
月
の
年

次
総
会
に
始
ま
り
、
２
月
の
日
本
語
弁
論

大
会
、
３
月
に
は
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
多
忙
な
本
年
の
ス
タ
ー
ト

な
り
ま
す
が
、
各
行
事
の
成
功
の
た
め
、

当
事
務
所
と
し
て
も
で
き
る
限
り
協
力
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
世
界
的
に
経
済
の
減
速
が
予
測

さ
れ
、
カ
オ
ス
が
深
ま
る
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
が
、
日
本
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ

て
は
、
健
康
、
安
全
を
第
一
に
、
一
層
事

業
が
発
展
し
、
生
活
が
向
上
す
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
地
の
邦
人

の
方
々
が
争
う
こ
と
な
く
、
協
力
し
な
が

ら
共
存
し
て
い
く
邦
人
社
会
が
構
築
さ
れ

る
よ
う
共
々
に
努
力
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
ま
す
。
当
事
務
所
と
い
た
し
て
は
、
ま

だ
ま
だ
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
邦
人
の
皆

様
の
安
全
の
確
保
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
参
る
所
存
で
す
の
で
本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

セ
ブ
日
本
人
商
工
会
議
所
会
頭
セ
ブ
日
本
人
商
工
会
議
所
会
頭 

高
坂 

昌
広  

2
0
1
8
年

4
月
会
頭
職

を
引
き
継
ぎ
、

2
0
1
9
年
も

引
き
続
き
セ
ブ

日
本
人
商
工
会
議
所
会
頭
を
仰
せ
つ
か
っ

て
い
る
高
坂
で
ご
ざ
い
ま
す
。
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
セ
ブ
に
進
捗
さ
れ
る
企
業
の

形
態
は
変
わ
り
ま
す
が
、
1
9
8
0
年
代

の
マ
ク
タ
ン
経
済
特
区
へ
進
出
さ
れ
た
日

系
企
業
の
皆
様
が
中
心
と
な
り
発
足
し
た

セ
ブ
日
本
人
商
工
会
議
所
も
、
セ
ブ
地
区

の
発
展
と
と
も
に
拡
大
し
、
総
会
員
数

1
6
8
社
（
正
会
員
：
1
4
1
社
、
賛
助

会
員
：
27
社
、
2
0
1
8
年
12
月
現
在
）

を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
と
日
本
国
の
関

係
は
、
ド
ゥ
テ
ル
テ
大
統
領
と
安
倍
総
理

と
の
関
係
に
支
え
ら
れ
良
好
で
あ
り
、
日

本
大
使
館
を
は
じ
め
、
セ
ブ
領
事
事
務
所

の
リ
ー
ド
の
も
と
我
々
民
間
企
業
が
事
業

展
開
す
る
う
え
で
非
常
に
整
っ
た
環
境
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

お
よ
び
セ
ブ
地
域
は
、
A
S
E
A
N
の
中

で
も
安
定
し
た
成
長
を
遂
げ
続
け
て
お
り

「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
期
」
を
こ
れ
か
ら
迎
え

る
未
来
へ
の
可
能
性
を
十
分
に
有
し
て
い

る
国
で
も
あ
り
ま
す
。
当
然
、
投
資
先
と

し
て
も
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
国
で

あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
2
0
1
8
年
1

月
税
制
改
革
T
R
A
I
N
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

1
が
施
行
さ
れ
、
春
先
か
ら
は
パ
ッ
ケ
ー

ジ
2
と
し
て
法
人
税
改
革
、
ひ
い
て
は

T
R
A
B
A
H
O
と
名
前
を
変
え
、
こ
れ

ま
で
の
経
済
特
区
の
優
遇
税
制
見
直
し
の

議
論
が
皆
様
ご
承
知
の
通
り
継
続
中
で

す
。
セ
ブ
商
工
会
と
し
て
も
マ
ニ
ラ
、
ミ

ン
ダ
ナ
オ
商
工
会
と
連
携
し
、
ま
た
、
会

員
企
業
の
皆
様
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご

協
力
も
頂
き
な
が
ら
、
様
々
な
か
た
ち
で

の
ロ
ビ
ー
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
残
念
な
事
は
、
未
だ
に
方
向
性
が
明

確
に
な
ら
ず
、
結
果
的
に
セ
ブ
へ
の
進
出

を
企
て
て
い
る
企
業
、
事
業
拡
大
を
狙
っ

て
い
る
企
業
の
皆
様
の
足
か
せ
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
事
で
す
。
2
0
1
9
年
も

税
制
改
革
協
議
は
継
続
と
な
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
の
意
見
を
代
表
し
て
商
工
会

と
し
て
事
業
環
境
を
守
る
為
の
努
力
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
、
活
動
三
年
目
に
入
っ
た
「
部

会
活
動
」
は
、
6
部
会
を
中
心
に
、
①
会

員
間
の
交
流
の
促
進
、
②
企
業
活
動
上
で

の
有
益
な
情
報
の
共
有
、
③
行
政
へ
の
イ

ン
フ
ラ
や
法
規
制
状
況
の
改
善
要
求
、
と

い
っ
た
会
員
の
親
善
、
利
益
、
福
祉
の
た

め
の
有
意
義
な
機
会
と
し
て
定
着
し
て
き

た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
セ
ブ
で
戦
う

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
同
士
、
様
々
な
情
報
を
発

信
し
合
い
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
交
流
に
も
発

展
さ
せ
な
が
ら
今
年
も
更
に
同
士
の
輪
を

広
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
商
工
会
の
委
員
会
活
動
も
重
要

な
活
動
の
一
つ
で
す
。先
に
も
触
れ
た「
税

制
委
員
会
」「
電
力
問
題
委
員
会
」
そ
し

て
「
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
」。
理
事
会
で
の

協
議
内
容
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
会
員
の
皆
様

に
発
信
し
、
皆
様
へ
の
き
っ
か
け
作
り
が

出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。
恒
例
の
セ
ミ
ナ
ー

開
催
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
通
じ
て
会

員
の
皆
様
に
役
立
つ
き
っ
か
け
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
日
本
大
使
館
、
並
び
に
セ
ブ

領
事
事
務
所
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
域
の
他
商

工
会
、
当
地
日
本
人
会
、
そ
の
他
協
力
団

体
か
ら
も
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
セ
ブ

に
進
出
さ
れ
て
い
る
日
系
企
業
の
皆
様
の

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
、
ま
た
加
盟
企
業

の
ご
発
展
に
資
す
る
よ
う
な
運
営
を
目
指

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
商
工

会
活
動
へ
の
ご
参
加
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

J
A
T
I
C 

会
長 

久
保
田 

学

皆
さ
ん
あ
け

ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
J
A
T
I
C
は
セ
ブ
の
旅
行
業

者
の
団
体
で
す
。
旅
行
代
理
店
、ホ
テ
ル
、

ダ
イ
ビ
ン
グ
・
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

関
係
な
ど
の
会
社
が
約
40
社
参
加
し
て
い

ま
す
。

セ
ブ
だ
け
で
は
な
く
ボ
ホ
ー
ル
を
含
め

て
旅
行
に
関
す
る
相
談
は
私
た
ち
に
お
任

せ
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
プ
ロ

が
お
答
え
し
ま
す
。

日
本
人
会
と
の
活
動
で
は
、
昨
年
は
日

本
人
会
の
盆
踊
り
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
年
も
、
日
本
人
会
の
事
業

の
関
係
で
、
何
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
ご
協
力
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
J
A
T
I
C
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
日
本
か
ら
く
る
お
客
様
の

為
に
、
セ
ブ
に
住
む
日
本
人
の
為
に
何
か

で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
体
的
な
旅
行
の
状
況
か
ら
言
い
ま
す

と
、
昨
年
は
マ
ク
タ
ン
空
港
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
ボ
ホ
ー
ル
空
港
の
開
港
な
ど
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
も
進
み
ま
し
た
、ま
た
、フ
ィ

リ
ピ
ン
航
空
は
新
た
に
札
幌
―
マ
ニ
ラ
線

を
開
港
し
ま
し
た
。
セ
ブ
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

は
成
田
―
セ
ブ
線
の
本
数
を
増
や
し
毎
日

の
運
航
と
な
り
ま
し
た
。

渡
航
者
関
係
か
ら
見
ま
す
と
、
日
本
か

ら
セ
ブ
に
行
く
人
だ
け
が
増
え
た
わ
け
で

は
な
く
セ
ブ
か
ら
日
本
に
行
く
人
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
日
本
の
ビ
ザ
が
と
り
や
す

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
セ
ブ
の
人
に
と
っ

て
日
本
は
あ
こ
が
れ
の
旅
行
先
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

今
年
は
ま
す
ま
す
、
セ
ブ
の
魅
力
を
日

本
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
日

本
人
会
と
も
手
を
携
え
て
、
活
動
を
進
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。改

め
ま
し
て
、
セ
ブ
日
本
人
会
の
皆
様

に
認
年
を
寿
ぎ
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

セ
ブ
邦
友
会
・
会
長 

関
口 

洋
泰

セ
ブ
日
本
人

会
の
皆
様
、
並

び
に
セ
ブ
在
住

の
日
本
人
と
そ

の
ご
家
族
の
皆

様
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
1
月
か
ら
私
達「
セ
ブ
す
み
れ
会
」

は
名
称
を
「
セ
ブ
邦
友
会
」
と
改
め
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
も
今
年
は
天
皇
陛
下
が
生
前
退

位
さ
れ
元
号
も
改
ま
り
、
記
念
す
べ
き
年

に
時
期
を
同
じ
く
し
て
「
セ
ブ
邦
友
会
」

が
誕
生
す
る
事
と
な
り
ま
す
。

名
前
を
改
め
た
目
的
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
約
15
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
「
セ
ブ

す
み
れ
会
」
で
す
が
、
会
員
の
高
齢
化
に

よ
る
組
織
の
金
属
疲
労
が
顕
著
と
な
り

将
来
の
展
望
を
見
通
す
事
が
非
常
に
困

難
と
な
り
ま
し
た
事
か
ら
、
今
後
は
未
来

志
向
で
、
セ
ブ
在
住
の
日
本
人
の
皆
様
に

何
か
し
ら
お
役
に
立
つ
事
が
出
来
て
愛
さ

れ
る
組
織
と
し
て
、

そ
れ
迄
の
単
な
る
親
睦
会
か
ら
の
脱
却

を
目
指
し
約
２
年
前
よ
り
内
部
改
革
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
初
め
は
古
参
会
員
を
筆
頭
に

セ
ブ
す
み
れ
会
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
会

員
の
反
発
を
受
け
退
会
者
が
相
次
ぐ
事
態

と
な
り
途
方
に
暮
れ
る
事
も
有
り
ま
し
た
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が
、改

革
の
必
要
性
を
繰
り
返
し
納
得
し
て

い
た
だ
け
る
迄
説
明
し
, 

出
来
る
事
か

ら
改
革
を
実
行
し
時
間
を
か
け
て
実
績
を

積
み
上
げ
る
の
に
従
い
徐
々
に
賛
同
者
も

増
え
始
め

現
在
の
会
員
数
も
、
改
革
前
と
比
べ
倍

増
と
な
り
ま
し
た
が
、
私
達
の
会
は
単
に

会
員
を
増
や
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、

各
会
員
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
き
め
細
か

な
絆
を
会
員
同
士
で
作
り
上
げ
る
事
を
目

的
と
し
て
、
従
来
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷

新
す
る
た
め
「
セ
ブ
邦
友
会
」
と
名
称
を

改
め
た
次
第
で
す
。

私
達
「
セ
ブ
邦
友
会
」
の
目
的
は
、

１
． 

会
員
の
セ
ブ
で
の
生
活
向
上
の
為
の

安
全
・
安
心
を
目
的
と
し
た
情
報
交

換
と
情
報
提
供

２
． 

会
員
と
そ
の
ご
家
族
の
親
睦
を
目
的

と
し
た
懇
親
会
や
同
好
会
の
活
動

３
． 

セ
ブ
邦
友
会
の
会
員
と
し
て
誇
り
を

持
つ
事
の
出
来
る
社
会
奉
仕
や
セ
ブ

在
住
日
本
人
の
皆
様
へ
の
社
会
活
動

４
． 

セ
ブ
で
終
焉
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

の
生
前
準
備
(
終
活
）
に
関
す
る
情

報
提
供
と
サ
ポ
ー
ト

以
上
を
中
核
と
し
、
今
後
は
様
々
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
未
だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
セ

ブ
在
住
日
本
人
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
是

非
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

セ
ブ
邦
友
会
で
は
、
毎
月
第
一
日
曜
日

午
後
1
時
よ
り
、
全
会
員
出
席
の
も
と
、

様
々
な
問
題
や
生
活
情
報
交
換
等
を
真
剣

に
討
議
し
て
い
ま
す
定
例
会
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

会
員
以
外
の
方
で
も
、
興
味
が
有
り
ま

し
た
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
出
来

ま
す
、
当
日
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
理

事
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
協
会
会
長 

斉
藤 

淳

皆
様
、
明
け

ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

「
フ
ィ
リ
ピ
ン

留
学
協
会
」
会
長
の
斉
藤
と
申
し
ま
す
。

昨
年
は
マ
ク
タ
ン
空
港
が
新
し
く
な

り
、
ボ
ラ
カ
イ
が
観
光
地
と
し
て
復

活
、
ボ
ホ
ー
ル
島
に
も
国
際
空
港
が
出

来
る
な
ど
、
セ
ブ
島
関
連
の
観
光
は
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
は
よ
り
一
層
、
ア
ジ
ア
の
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
人
気
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

実
は
私
が
仕
事
で
携
わ
っ
て
い
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
留
学
業
界
で
も
、
今
年
か
ら
来
年

に
か
け
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
特
に
セ
ブ
島
）

に
と
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
増

え
そ
う
で
す
。

今
回
は
、
昨
年
に
発
足
し
ま
し
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
留
学
協
会
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ

て
頂
き
、
そ
れ
に
伴
う
セ
ブ
島
の
可
能
性

を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
英
語
留
学
協
会
の

発
足
の
経
緯

昨
年
、
2
0
1
8
年
5
月
31
日
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
協
会
（English 

Philippines

）
の
設
立
発
足
会
を
行
い

ま
し
た
。
初
年
度
の
学
校
数
は
17
校
、
1

番
の
目
的
は
世
界
か
ら
多
く
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
る
た
め
で
す
。

こ
こ
セ
ブ
島
で
は
既
に
多
く
の
留
学
生

が
滞
在
し
て
い
る
た
め
、
私
達
に
と
っ
て

は
身
近
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
で
す
が
、
実

は
世
界
的
に
は
全
く
の
無
名
に
近
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。

以
下
の
デ
ー
タ
は
「
世
界
の
留
学
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
が
ど
の
国
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
か
？
」
と
い
う
デ
ー
タ
で
す
。

こ
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

26
カ
国
中
、な
ん
と
下
か
ら
2
つ
目
で
す
。

つ
ま
り
、
世
界
に
あ
る
留
学
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
の
ほ
と
ん
ど
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
留

学
に
興
味
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
は
昨
年
セ
ブ
島
通
信

内
で
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
通
り
、
今
ま

で
ア
ジ
ア
を
中
心
に
発
展
し
て
き
て
ま
し

た
。
そ
れ
な
り
の
規
模
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
世
界
へ
の
認
知
度
と

い
う
点
で
は
足
り
ま
せ
ん
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
は
世
界
か
ら

ま
だ
認
め
ら
れ
て
い
な
い

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
が

多
い
、
3
食
付
き
、
宿
泊
施
設
が
併
設
な

ど
、
他
の
留
学
に
は
な
い
独
特
の
強
み
が

あ
り
ま
す
。
値
段
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
、

治
安
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
誘
致
す
る
側
と
し
て

の
条
件
は
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
強
み
に
気
づ
い

て
い
る
の
は
ア
ジ
ア
の
中
で
も
日
本
、
韓

国
、
台
湾
な
ど
数
カ
国
だ
け
で
す
。

な
ぜ
他
の
国
が
知
ら
な
い
か
と
い
え

ば
、
そ
れ
は
我
々
が
国
際
デ
ビ
ュ
ー
を
し

て
い
な
い
か
ら
で
す
。

留
学
業
界
に
は
「
国
連
」
の
よ
う
な
留

学
の
組
織
団
体
が
あ
り
ま
す
。
国
連
に
加

盟
し
な
い
と
「
国
」
と
し
て
認
め
て
も
ら

え
な
い
よ
う
に
、
留
学
業
界
に
も
そ
の
組

織
団
体
に
参
加
し
な
い
と「
留
学
先
の
国
」

と
し
て
世
界
か
ら
認
め
て
も
ら
え
な
い
の

で
す
。

そ
の
た
め
に
昨
年
、
私
を
含
め
た
複
数

の
語
学
学
校
オ
ー
ナ
ー
が
協
力
し
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
留
学
協
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
そ

の
後
8
月
に
行
わ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
の
総
会

に
参
加
し
、
無
事
、
留
学
先
の
国
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
早
速
、
今
年
か
ら
多

く
の
視
察
が
世
界
各
国
か
ら

入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

世
界
が
不
景
気
に
な
れ
ば
フ
ィ

リ
ピ
ン
留
学
は
脚
光
を
浴
び
る

昨
年
は
E
U
は
個
人
情
報
規
制

「
G
D
P
R
」
を
行
い
、
イ
ギ
リ
ス
は

E
U
脱
退
色
を
強
く
し
、
ア
メ
リ
カ
は
保

護
貿
易
に
走
り
、
世
界
が
分
断
さ
れ
て
い

く
事
を
私
達
は
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
こ
う
な
っ
て
く
る
と
世
界
経
済
が
回

り
づ
ら
く
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま

す
。
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
今
、
日
経

平
均
は
2
万
円
割
れ
を
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
も
1
9
9
0
年
の

バ
ブ
ル
→
2
0
0
0
年
の
I
T
バ
ブ
ル

→
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、、、
と
続
い
て
い
る
で
、
今
年
や
来
年

に
何
か
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
コ
ス
ト
が
安
く
て
し
っ
か
り
身
に
つ

く
フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
は
脚
光
を
浴
び
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
世
界
中
で
欧
米
留
学
し
て
い
た

人
た
ち
の
一
部
の
層
が
、
英
語
を
学
ぶ
留

学
先
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
選
ぶ
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
流
れ
が
数
年
で
本
格
化
す
れ
ば
、

多
様
な
人
種
が
集
ま
る
こ
と
で
、
セ
ブ
島

は
今
ま
で
以
上
に
魅
力
的
な
都
市
に
な
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
の
セ

ブ
島
を
、
私
達
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
と
い

う
側
面
か
ら
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Overall attractiveness of study destinations. Source: 2016 Agent Barometer

https://www.numbeo.com/crime/comparison.jsp 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

日英翻訳＆遺族年金申請 
D’ Tratou Cebu Translation & Pension Application 

 

… 日英翻訳 …
横浜市立大学文理学部英文科卒 鈴木 了

(Document Translator): Rio Suzuki [MEL in Yokohama City Univ.]
＊公文書/証明書(Official Documents / Certificates)＊契約書等(Contracts / Agreements) 

＊仕様書/マニュアル(Business Technical Specifications) 
 

 

… 遺族年金申請手続 …
(Procedures for Pension Benefits to a Filipina family) 
*Cedula, *BIR Cert, *Barangay Cert, *Child ID, etc. 

(日本国での担当：中原周太朗 行政士) 

Please feel free to inquire directly!  
 

… 法律相談 …
(Legal Advice & Assistance). 

フィィリピン国弁護士による諸手続・法律相談 
(会社設立(SEC・DTI）(Mepz 含む) 養子縁組・離婚・その他訴訟

（担当：弁護士 ダニロ シノブハン 日本語できます） 
 

   ◆ Inquiry: Cell: 0917-7171-839.  Tel & Fax: (032) 263-0614 
◆ Email: suzkicebu@yahoo.co.jp 
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※申請書と申出書は領事窓口または総務省のホームページから入手できます。

同居家族による代理申請もできます。
申請者の上記書類と署名入り在外選挙人名簿登録申請書と申出書※、代理の方の旅券を御用意ください。

郵便等投票

登録・投票は簡単です

在外公館投票 日本国内で投票
直接日本大使館・総領事館（領事事務
所）に出向いて投票する方法。

投票用紙等を事前に請求して、記載の上、
登録先の選挙管理委員会へ郵送する方法。

一時帰国した方や帰国直後で転入届を提出して
3か月未満の方は、日本国内でも投票できます。

※申請書や選挙人証が海外・国内を往復するため受取までに数か月かかります　※選挙人証受取は郵送又は窓口での受取が選べます

電話又は葉書

用意する物

郵送派?

直接派?
国内派?

在外投票は次の3つの方法から選択できます

必要書類を準備し申請書に記入、
大使館、総領事館窓口で登録申請

選挙人証の受取
3か月後に大使館などから
住所確認の連絡を受ける

選挙人証

旅券
申請書

居住している事を
証明できる書類

大使館

１. 平成22年5月に憲法改正国民投票法が施行されました。在外選挙人証をお持ちの方は国民投票にも
投票できます。

２. 平成30年6月から出国時登録申請が始まりました。国外転出する際に市区町村の窓口で申請できます。

外
務
省

（在留届を提出済の方は不要です。）

在外選挙の制度と
　　　　手続について
在外選挙の制度と

　　　　手続について
在外選挙登録資格

①満18歳以上で  ②日本国籍を持っていて   ③海外に3か月以上お住まいの方（出国時登録申請を除く）

詳しくは、在セブ領事事務所
Mail：cebucoj@ma.mofa.go.jp  または 検 索外務省  在外選挙 　　　　　　　　　　まで。TEL：032-231-7321 

広告掲載募集
★ セブ島通信に記事を掲載したい方は
「メール：info@ja-cebu.com」迄、 お
問合せください。

★ セブ島通信では、発行日（奇数月の
月初）の 1 ヶ月前を締切として原稿
を公募しております。

電話：（032）495-7728 or 495-8372
携帯：0917-321-6349（日本語可）
場所：Anemone Resort 内
　　  Buyong, Maribago, Lapu-lapu City

日本人インストラクターが5人常駐！！ダイビング
が初めての方やお一人で参加される方にも安心。
少人数、安全そしてきめ細かなサービスで快適
なダイビングを約束♪またセブ島の南サンタンダ
ー、モアルボアル、ボホールにも支店（もちろん日
本人インストラクター常駐）がありますので、マク
タン以外の海を潜りたいダイバーの方は、ぜひこ
ちらも潜ってみてはいかがですか？

セブ島通信を見て事前に
ダイビングをご予約された方
オリジナルTシャツ贈呈＆ランチ無料！

Emerald Green Diving Center
エメラルドグリーンダイビングセンター

プロモ期限：当セブ島通信発行年月より１年間

☆★ ジンベエツアー開催 ★☆
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食材店

町屋マート

ホテル・ビーチリゾート

Movenpick Hotel Mactan Island Cebu
Shangri-La’s Mactan Resort and Spa Cebu
Marco Polo Plaza Cebu Hotel
Waterfront Cebu City Hotel
Waterfront Airport Hotel
Waterfront Insular Hotel Davao
Jpark Island Resort & Waterpark Cebu
Maribago Bluewater
Blue water SUMILON ISLAND
Blue water PANGLAO BEACH
Lubi Resort Santander
Anemone Resort and Tours Cebu
Kandaya Resort Hotel

ダイビング・マリンスポーツ

アクアマリンオーシャンツアーズ（マリンアク
ティビティ）

ブダンディン・マリン・ダイバー

アクアバディス
エメラルドグリーン・ダイビングセンター
 ―マクタン店
 ―サンタンダー店
 ―モアルボアル店
 ―ボホール店

飲食店

【マンダウエ市】
神楽（和食）
オイスターベイ（シーフード）
スキレット（和洋食）
HAPPY SUMO（和食）
Tao Yuan（中華料理）
松之屋（和食）

【マクタン島】
だるま（和食）
空海（和食）
夜桜（和食）
マリバゴグリル（フィリピン料理）
花魁（和食）

【セブ市】
はる／旧さっちゃん（お好み焼き）
 ―タランバン店
悟空（和食）マボロ店
ミッキーズ（ケーキ）
Q 兵衛（和食）
TYMAD BISTRO（フランス料理）
夢屋喜兵衛（和食）
AMPERSAND（西洋料理）
寿や（ラーメン）
ラーメン空／やきとり備長炭
秋田／ AKITA （和食）
Mio Cafe and Restaurant（フィリピン料理）
韓陽苑（焼肉レストラン）
幸 全店（日本食レストラン）

麻布（日本食レストラン）
Circa 1900（洋食）
一路発（ラーメン）
但馬屋（焼肉）
Jazz’n Bluz Bar & Restaurant

美容・健康

ワウ・セブ歯科医院（歯医者）
スマイルデンタル（歯医者）
Japanese Tea Lounge（マッサージ）
AVALON SPA（マッサージ）マンダウエ市
ProDent Advanced Oral Health（歯医者）：セ
ブ市）

レジャー・スポーツ

セブトップ（遊覧飛行、体験飛行）

その他

Character Studio（オリジナルグッズ）
誰でもヒーロー（ボランティア）
NPO セブンスピリット／ Sevnsprit（ボランティア）
ジャパン支援センター（退職者ビザサポート）
QQ English （英会話学校）
D’Tratou Cebu（翻訳業務）
Sky Water Park（プール＆レストラン）
Wabi Linkage Corporation（翻訳業務）

旅する

フレンドシップツアーズ
KSB トラベル
AS レンタカー

割引き、もしくは特別サービス御座います。必ず会員証をご持参ください

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

セブ日本人会　協賛店／協賛ホテル一覧

セブ日本人会では、協賛店／協賛ホテルでお得な特典を受けることができる ID カードを発行しており
ます。緊急時の連絡先や簡単な身分証明としてもご使用いただけます。
会員の 18 歳以上の配偶者・ご子息に限り有料で発行いたします。２年に一度の更新時期が近づいて参
りました。改めてメールでお知らせをいたしますが、皆さまのご協力をお願い申し上げます。

未だ ID カードの手続きをされていない会員の方もこの機会に取得されることをお勧めします。ID カードの更新、新規は
無料です。紛失などで再発行の場合は実費費用負担をお願いしています。負担額は 200 ペソです。

ID カードは 2 月 1 日より有料で会員様の配偶者、18 歳以上の御子息及び配偶者までに限り協賛店及び協賛ホテルの割引
きなど特典目的限定で発行いたします。

広告募集中です。セブ島通信の発行費は広告料金でまかなっています。ぜひご協力ください。

【広告代金】① 3 分の１ 2 段 800 ペソ
② 2 分の１ 2 段 1,200 ペソ
③ 3 分の 2 2 段 1,600 ペソ
④全幅 2 段 2,400 ペソ

【お願い】①最低 6 ヶ月は継続してください。
②この 3 号分は同一原稿です。
③お支払は前払原則です。
④完成した原稿をお持ちください。

【お申込みは】
セブ日本人会事務局
電話：032-343-8066
FAX： 032-343-7663

便利な
IDカード
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合 奏 練 習
クリスマス会に合奏を演奏することなり、１０月から

練習を始めました。小学４年、５年、６年、中学生、J
２、J ３クラスが参加しました。中原先生にアレンジを
していただき、リコーダー、鍵盤ハーモニカ、木琴、ヘ
ンドベルで喜びの歌を演奏することになりました。各自
希望する楽器を選び、パートごとに練習を重ねました。
入場や退場、礼の仕方まで練習をし、本番に臨みました。
本番はとても上手に演奏することができました。

サプライズ 
ミニコンサート

11月10日（土）３時間目にサプ
ライズミニコンサートが開催され
ました。

アニメ「宇宙戦艦ヤマト2202 
愛の戦士たち」第４章のエンディ
ングテーマを歌った星野裕矢さ
ん、日本語とタガログ語を用いた
カバー曲で日比の架け橋としてマ
ニラで活躍されているAISAKUさ
ん、フィリピンのテレビのオー
ディション番組で注目されている
Sharla Cerillesさんがすてきなパ
フォーマンスを披露してくれまし
た。

ク リ ス マ ス 会
12月22日（土）２・３時間目に、恒例のクリス

マス会を行いました。２時間目には、クリスマスに
関するビデオをみんなで鑑賞しました。その後、恒
例のビンゴ大会が行われました。今年の目玉商品
は、ボードゲームでした。そして、この日のために
練習を重ねた高学年による合奏。リコーダー、鍵
盤ハーモニカ、木琴、ハンドベルで喜びのうたを演
奏しました。最後に、全員で「WE WISH YOU A 
MERRY CHRISTMAS」と「お正月」を中原先生
の伴奏で歌いました。
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★セブ島通信に記事を掲載したい方は「メール：info@ja-cebu.com」迄、お問合せください。
★セブ島通信では、発行日（奇数月の月初）の 1 ヶ月前を締切として原稿を公募しております。

広告掲載のお礼
この度フリーペーパー各社（セブトリップ、咲楽、セブポット様）のご厚意により日本人会の情報、お知らせを無料で掲載していただくことになりました。
いろいろな情報がたくさんの方に発信できるようになり関係者一同喜んでいます。この場を借りて御礼を申し上げます。
セブ日本人会　会長　櫻井 絹恵

以
前
、
日
本
に
帰
国
す
る
友
人
に
、

犬
を
譲
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
犬
を
何
匹
か
飼
っ
て
い
た
こ

と
は
あ
っ
た
。
い
や
、「
飼
う
」
と
い
う

言
葉
が
正
し
い
の
か
今
思
え
ば
自
信
が

な
い
。
と
い
う
の
も
、
首
輪
は
つ
け
て
い

た
よ
う
な
覚
え
は
あ
る
が
、
つ
な
い
で

は
い
な
か
っ
た
。
餌
を
ち
ゃ
ん
と
あ
げ

て
い
た
よ
う
な
記
憶
は
な
く
、
食
べ
残

し
が
あ
れ
ば
あ
げ
て
い
た
。
そ
ん
な
感

じ
で
も
の
す
ご
く
自
由
だ
っ
た
。
だ
か

ら
、
犬
を
飼
う
こ
と
が
そ
ん
な
に
た
い

へ
ん
な
こ
と
だ
と
も
思
わ
ず
、
安
請
け

合
い
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
犬
は
雑

種
で
あ
っ
た
が
、
日
本
人
に
飼
わ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
ド
ッ
ク
フ
ー
ド
し
か

食
べ
な
い
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
鶏
肉
を

食
べ
る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
が
出
る
と
か
で
、

皮
膚
も
少
し
た
だ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ

ん
毎
年
、
狂
犬
病
な
ど
の
予
防
接
種
を

し
て
い
て
、
獣
医
に
か
か
っ
て
い
た
手
帳

も
渡
さ
れ
た
。
正
直
、
私
は
こ
の
と
き
、

経
済
的
な
問
題
で
人
間
で
さ
え
病
院
に

行
く
の
を
た
め
ら
う
の
に
、
犬
な
ん
て

連
れ
て
い
け
る
の
か
、と
思
い
、引
き
取
っ

た
こ
と
を
少
し
だ
け
後
悔
し
た
の
だ
っ

た
。し

か
し
、
そ
の
犬
は
と
て
も
賢
く
、

無
駄
に
は
吠
え
な
い
が
、
不
審
者
に
は

き
っ
ち
り
立
ち
向
か
っ
て
く
れ
る
優
秀

な
我
が
家
の
番
犬
と
な
っ
た
。
最
初
の

う
ち
は
、
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
を
あ
げ
て
い

た
が
、
あ
ま
り
食
い
つ
き
は
よ
く
な
く
、

隣
の
叔
母
さ
ん
の
食
堂
の
残
飯
を
好
ん

で
食
べ
て
い
た
。
鶏
肉
は
食
べ
さ
せ
な
い

よ
う
に
と
姑
に
も
伝
え
は
し
た
が
、
普

通
に
骨
付
き
の
鶏
肉
を
あ
げ
て
い
た
。

し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
皮
膚
の
た
だ
れ

は
治
っ
て
い
た
。

そ
し
て
何
年
か
し
て
天
に
召
さ
れ
た
。

飼
っ
て
い
た
犬
が
天
に
召
さ
れ
る
の
は

初
め
て
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
や
は
り

い
な
く
な
る
と
心
に
ポ
ッ
カ
リ
と
穴
が

空
い
た
よ
う
な
日
々
を
し
ば
ら
く
過
ご

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
も
う

こ
ん
な
別
れ
を
繰
り
返
す
の
は
や
め
よ

う
と
、
生
き
物
を
飼
う
こ
と
は
終
わ
り

に
し
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
優
秀
な
番
犬
が
い
な
く
な
っ

た
途
端
、
近
所
の
子
供
た
ち
が
、
我
が

家
の
周
り
を
う
ろ
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

我
が
家
は
、
国
道
沿
い
に
あ
る
が
、
い

わ
ゆ
る
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
形

態
で
、
道
路
か
ら
は
見
え
な
い
。
昔
は
、

よ
く
押
し
売
り
だ
の
、
物
乞
い
だ
の
が

来
て
い
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
と
、

歌
を
披
露
し
に
く
る
グ
ル
ー
プ
も
い
た

が
、
今
で
は
四
方
を
壁
で
囲
ま
れ
て
い

る
の
で
、
知
ら
な
い
人
が
入
っ
て
く
る
こ

と
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
番
危
な

い
の
は
知
っ
て
い
る
人
だ
っ
た
り
す
る
。

こ
う
な
る
と
、
ロ
ス
だ
な
ん
て
悠
長

な
こ
と
を
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
辺

に
い
る
犬
で
も
い
い
か
ら
連
れ
て
こ
い
、

と
息
子
に
言
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
子
犬
を

ど
こ
か
ら
か
も
ら
っ
て
き
た
。
思
い
起
こ

せ
ば
、
こ
ん
な
に
小
さ
い
犬
か
ら
飼
っ

た
こ
と
な
ん
て
な
か
っ
た
。
い
つ
の
間
に

か
い
つ
い
ち
ゃ
っ
た
犬
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ

た
。
い
つ
い
ち
ゃ
っ
た
犬
は
、
す
で
に
し

つ
け
が
さ
れ
て
い
た
。
無
駄
に
吠
え
た

り
す
る
と
、
奴
ら
は
命
が
危
な
い
の
で
、

も
の
す
ご
く
わ
き
ま
え
て
い
た
。
し
か

し
幸
か
不
幸
か
、
そ
の
小
さ
な
犬
は
、

我
が
家
に
迎
え
入
れ
ら
れ
、
自
由
奔
放

に
図
体
だ
け
み
る
み
る
大
き
く
な
っ
た
。

大
き
く
な
っ
た
犬
は
そ
れ
だ
け
で
恐
ろ

し
い
ら
し
く
、
近
所
の
子
供
た
ち
は
寄

り
付
か
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
は
そ
れ
で
立
派
な
役
割
を
果
た

し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
が
、
以
前
の
犬

と
ど
う
や
ら
出
来
が
ち
が
う
よ
う
で
、

誰
で
も
か
れ
で
も
吠
え
ま
く
り
、
本
人

は
親
愛
の
情
を
示
し
て
い
る
つ
も
り
ら

し
い
が
、
飛
び
か
か
っ
て
い
く
。
と
り
あ

え
ず
年
に
一
度
の
狂
犬
病
と
獣
医
に
言

わ
れ
る
ま
ま
数
種
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
て
い
る
が
、
何
し
ろ
図
体
ば
っ
か
り

大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
連
れ
て
行
く

の
も
一
苦
労
な
の
だ
。
ご
存
知
の
通
り
、

自
家
用
車
は
な
い
の
で
、
そ
の
辺
を
走
っ

て
い
る
モ
ル
テ
ィ
カ
ブ
を
捕
ま
え
、
貸
し

切
り
に
し
て
も
ら
う
よ
う
交
渉
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
途
中
で
生
意
気
に
車

酔
い
な
ん
ぞ
し
て
、
リ
バ
ー
ス
し
た
り
し

た
日
に
は
、
そ
れ
を
運
転
手
に
バ
レ
な

い
よ
う
に
き
れ
い
に
し
た
り
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

先
日
、
こ
の
犬
が
、
我
が
家
を
訪
れ

た
親
戚
の
叔
母
さ
ん
に
飛
び
つ
い
て
い

き
、
怪
我
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
怪
我

と
い
っ
て
も
ほ
ん
の
か
す
り
傷
だ
っ
た
。

そ
の
場
で
は
、
そ
の
叔
母
さ
ん
も
、「
平

気
、
平
気
」
と
言
っ
て
い
た
の
だ
が
、
あ

と
か
ら
病
院
に
言
っ
て
、
狂
犬
病
の
注

射
を
打
っ
て
も
ら
う
、
と
人
づ
て
に
聞

い
た
。
私
も
よ
く
使
う
手
だ
が
、
言
い

に
く
い
こ
と
は
、
人
づ
て
に
言
っ
て
も
ら

う
作
戦
ら
し
い
。
し
か
し
ウ
チ
の
犬
は
、

以
前
、
こ
の
セ
ブ
島
通
信
で
現
会
長
の

記
事
を
読
ん
で
以
来
、
狂
犬
病
の
予
防

接
種
は
欠
か
し
て
い
な
い
。今
年
だ
っ
て
、

つ
い
こ
の
間
…
で
思
い
出
し
た
。
こ
の
叔

母
さ
ん
に
一
緒
に
付
い
て
行
っ
て
も
ら
っ

た
。
な
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
注
射
を
打
ち

に
い
く
と
い
う
の
か
？　
い
ろ
い
ろ
と
湧

き
上
が
る
感
情
も
あ
っ
た
が
、
黙
っ
て

二
千
ペ
ソ
を
渡
し
に
行
き
、「
も
う
ウ
チ

に
は
近
づ
か
な
い
で
ね
。」
と
、
笑
顔
で

伝
え
た
。

そ
れ
か
ら
そ
の
叔
母
さ
ん
が
、
本
当

に
注
射
を
打
ち
に
行
っ
た
の
か
否
か
は

定
か
で
は
な
い
が
、
相
変
わ
ら
ず
我
が

家
の
犬
は
、
誰
か
れ
構
わ
ず
吠
え
ま
く

り
、そ
の
割
に
、花
火
や
雷
の
音
に
怯
え
、

家
を
破
壊
し
て
い
る
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
、と
、よ
く
よ
く
顧
み
れ
ば
、

私
は
し
つ
け
な
る
も
の
が
で
き
な
い
の

だ
、
と
い
う
結
論
に
行
き
着
く
。
な
ぜ

な
ら
犬
だ
け
で
は
な
く
、
我
が
息
子
た

ち
も
自
由
奔
放
に
図
体
ば
か
り
大
き
く

な
っ
て
い
た
か
ら
。

肉 と 魚
かつては年を取ったら豆腐と野菜といった低カロ
リーのあっさりしたものを食べるという説が一般的で
したが、その後、老人はたんぱく質が必要だという説
が広がっています。
もちろん、素人が根拠もなく専門家の説にとやかく
批評してもあまり意味はないのかなとも思いますが、
結局は自分自身の健康は自分で責任を持つしかありま
せん。ネットのお陰？？で様々な情報が入ってくる毎
日です。昔であれば知らなければ知らないで済んでし
まったのですが、ともかく玉石混交の膨大な情報が毎
日毎日溢れています。どれを選ぶかは結局自分です
よ。私は最近は健康関連の情報は見ないようにしてい
ます。素人が判断できるものではありませんから。現
在63歳、あと何年生きるのかは神のみぞ知るの世界
です。長命な家系で明治初年生まれの曽祖父母も祖父
母も90過ぎまで元気でしたし、両親はまだまだ健在
です。それにお付き合いすることになるのかと思うと
ちょっと複雑です。
本題に戻りましょう。私は肉食傾向が強いです。数
年前一時肉をあまり食べなかった時期がありました
が、また旧に復してきたようです。ほとんどビーフで

すが、300ｇは問題なし、今日は食べたいと思うと無
理なく500ｇいけちゃいます。基本は我家でスキレッ
ト（真っ黒な鋳物の厚手のフライパンで確かダイソー
でも売ってる。）で焼くミディアムレアのステーキで
す。肉はルスタンスのオーストラリアビーフ。キロ
600ペソ前後の赤身です。赤身だから軽いということ
もありますが食が進みます。以前は解凍の方法がうま
くなかったのか、トレーに肉汁が溜まっていましたが、
今はそんなことはないことのほうが多いです。残念な
がら100％の保証はありませんからご自身の目で確か
めてください。厚さ1インチ(2.5cm)が目安です。こ
れ以下だとすぐに火が通ってしまいます。室温にした
肉に塩、胡椒をしっかり振ります。この時ばかりは塩
分取りすぎは無視しましょう。煙が上がったフライパ
ンに油（私はサラダ油）を敷き肉を入れ、大きさや厚
み、好みの焼き具合によって時間を加減しましょう。
3分程度で裏返しますが、火加減は強火のままで同じ
くらいの時間です。頃合いは良しとなったところでお
皿に移して3～ 5分我慢します。焼きたてにナイフを
入れるとおいしい肉汁が情け容赦なく流れ出てしまい
ます。この経験をされた方は私も含め多いと思いま
す。どうしても焼き立て熱々を食べたいのいう人情は
ありますが、この厚みがあると中は十分な温度を保っ
ています。塩も海塩や岩塩などいろいろな種類が手に
入ります。こんなに塩の味って違うんだと実感しま
す。ASフォーツナとカントリーモールにある韓国系
肉屋+焼肉屋のパールもアメリカンビーフのコスパは
最高です。うれしいのはすき焼きやシャブシャブ、焼
き肉用に好みの厚さでスライスしてくれること。また

挽肉も指定したビーフやポークを目の前で挽いてくれ
ます。どんな肉を使っているかわからないなどという
不安はありません。出来合いの挽肉は骨や皮が混入し
ていることがあって、不快な気分を味わった方も多い
でしょう。スーパーによっては肉売り場が生臭い場合
も多いし、ビーフの良いのを置いていないケースが多
いです。この2つはその点では本当にお奨めです。カ
レーやシチューのような煮込み料理の場合はローカル
のビーフでも十分にいけます。
流通が未整備なのでしょうがスーパーで売ってる目
の赤くなった魚は買う気になりません。街中のマー
ケットは入荷時間を確認しておけば氷に詰めた海から
上がったばかりのピカピカの魚が並んでいます。イワ
シ、アジ、カマス、タイ、イカ、エビなどなど。アジ
といっても多くの種類があって、それぞれ味わいが違
います。青魚は炭火で塩焼き、タイやメバルなど白身
は煮魚。さすがに素人なので刺身には挑戦しません。
刺身といえばスーパーの冷凍ケースに入ってるマグロ
の「SAKU」は使えます。もちろん赤身で明らかに一
度解凍してしまったものを再冷凍しているのがバレバ
レのものもありますが。。そのまま解凍しても水っぽ
くておいしくないのでスライスして醤油（できれば味
醂か砂糖少々を好みで加える）に20 ～ 30分漬ける
といわゆる「づけ」になります。見た目は赤黒くなり
ますが、比較できないくらいに濃厚な味わいになりま
す。ちょっとゴマ油をたらしたり、マヨネーズを合わ
せたりするとまた一味違ってきます。是非お試しくだ
さい。

第3回 蝶谷正明

ご飯セブ     の


